
大井町防災まちづくりの会 

ふれあい広場で防災と SDGs の出展 

住所：〒258-0019 神奈川県足柄上郡 

大井町金子 2601-2 

電話番号：0465-83-2521  担当者：河津 賴實 

活動内容：防災対策の推進 

メールアドレス：ranmaru2515@yahoo.co.jp 

 

ソーラークッカーの研究とレシピ開発 

簡易トイレ等の防災用品の展示 2019 年に創立 10 周年記念誌創刊 

 

        

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ＳＤＧｓの取り組み紹介 
１.ソーラークッカーの開発と普及【ゴール 7.9.13】 

太陽光を利用するゼロカーボンのソーラークッカーを研究開発し、災害発

生時でも利用できるよう、また、化石燃料に頼らず簡単にできる料理レシピ

を考案し普及に努める。 

引き続き、材料メーカーの協力を得て新素材等の共同開発を進める。 

２．災害時用簡易トイレの普及 【ゴール 6】 

 災害発生時に利用できる、木製簡易型トイレ（平時は防災グッズの収納箱とし

て利用可能）を提案し普及に努める。 

３.パートナーシップ【ゴール 7】 

 大井町社会福祉協議会等の協力を得て、ソーラークッカーをはじめ防災用

品の普及に努める。 
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2009年 3月「防災コーディネーター育成講座」に参加したメンバーを中

心に「大井町防災まちづくりの会」を設立。その後、多くの関連団体との交

流を通じて、幅広い防災の知識を得て活動してきた。これまでも、自治会等

で災害に関わる歴史の説明や、防災用品の使用方法等の周知に努めている。

近年は、ソーラークッカーの普及に努め、半数以上の家庭で１台保有するこ

とを目標としており、太陽光を利用することで、省エネ・ゼロカーボンにつ

ながる持続可能な防災に強いまちづくりに向けて今後も取り組んでいく。 


